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最近のニュースで、「OECD国際学力調査、日本が全分野で1位」と報じられま

した。日本のPISA（OECD生徒の学習到達度調査）は、ここ数年、順位や平均得

点が伸び悩んでいるという報道もありましたので、このニュースに驚かれた方

も多いのではないでしょうか。今回のPISAでは、日本はOECD加盟38か国の中

で、読解力・数学的リテラシー・科学的リテラシーの3分野すべてで1位となり

ました。文部科学省は、学校現場での授業改善、一人一台端末などのICT環境の

整備、子どもたちへの生活支援の充実など、さまざまな取組の成果が表れ、日

本の子どもたちの学力は「世界トップレベルを維持」していると分析していま

す。 

 

一方で、興味深いデータもあります。 

日本の子どもたちは、他国と比べてSNSの利用時間が比較的短く、学習時間を

確保していること、また、学習のためのAIの利用がまだ多くないことなども明

らかになっています。もちろん、学力は一つの要因だけで決まるものではあり

ません。しかし、学習時間、読書、睡眠、そしてスマートフォンやゲームなど

のスクリーンタイムといった日々の生活習慣が、子どもたちの学びを支える大

切な要素であることは確かです。 

 

本校でも、全国学力・学習状況調査の児童質問紙や児童アンケートなどのデ

ータを分析しています。その結果、スクリーンタイム（スマートフォン、ゲー

ム、テレビなど）の使用時間が短い児童ほど、各種テストや調査において正答

率が高い傾向が見られます。これは、PISAなどの国際的な調査や全国学力・学

習状況調査の結果から見えてくる傾向とも重なる部分があります。 

 

これまでも学校だより等を通して、ご家庭でのスクリーンタイムのコントロ

ールについてお願いしてきました。現在、多くのゲーム機では、保護者が使用

時間を設定・管理することができます。また、スマートフォンについても、ど

のアプリをどのくらいの時間使用したのかを確認できる機能もあります。大切

なのは、ゲームやスマートフォンを一律に禁止することではありません。家庭

での学習や読書の時間、そして十分な睡眠時間を確保した上で、スクリーンタ

イムとのバランスを考えることです。 

子どもたちが健やかに成長し、学校での学びをより充実させていくために

は、学校と家庭が同じ方向を向いて取り組むことが大切です。引き続き、各ご

家庭でお子さんのスクリーンタイムについて一緒に考え、必要に応じて使用時

間を調整していただきますよう、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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1 日本の子どもたちの学力は世界一！？ 

                       校長 村中 寿幸 

令和８年９月２５日 

９月３０日（水）は、前期通知表

をお渡しする日です。お子さまと

ご確認いただき、頑張ったところ

をいっぱい褒め、課題となってい

るところは寄り添って、一緒に考

えてあげてください。 

返却は１０月２日(金)までです。 

最近校内に、楽器の演奏に太鼓の音、子どもたちの大きな声が響きわた

るようになってきました。ご承知のとおり「学習発表会」の練習が始まって

おります。 

今年は10月17日(土)の保護者公開日に向けて「劇」「音楽」「学習の成

果」等々、それぞれの学級が取り組んできたことやカラーを出しながら練習

に励んでいます。３年生には強力な助っ人として「潮太鼓保存会」の方が講

師にみえられています。 

後日、保護者向けのご案内・プログラムを配付いたしますが、たくさんの

ご家族、地域の方に見ていただき、子どもたちの頑張りにご声援をいただ

きたいと思います。 



５ 消防署との合同避難訓練 

４ 太鼓と三味線の二重奏 

これまでのご協力ありがとうございました 

（ベルマーク・リングプル回収） 

２ 
 

３ だれにも優しい社会のために 
                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月の行事予定 

今年度の秋の避難訓練（１０月２０日）は、小樽消防署との合同避難訓練を実施いた

します。 

これは、例年行っている学校から外に避難して消防署から講評をいただくと 

いうものではなく、児童の避難後に消防署の救助活動や消火活動につながっ 

ていく大規模なものになります。めったに体験できる訓練ではないので、 

この機会を利用して児童の防災意識を高めるとともに、消防士の仕事を 

知るキャリア教育の一環として進めていきたいと思います。 

今年度の「芸術鑑賞」を9月１１日（金）

に実施いたしました。今回は「三味線」と

「和太鼓」のアンサンブル「和心ブラザー

ズ」をお招きして、全校で演奏を楽しみ

ました。子どもたちに馴染みのある曲の

演奏や楽器体験など、みんな大変喜んで

参加していました。この経験から、感じた

ことや学んだことを生かして、これから

学習発表会に取り組んでいきます。 

５年生は、社会福祉をテーマに総合的な

学習を進めています。今年度は、現在まで

に小樽市福祉総合相談室や社会福祉協議

会からのご協力を得て、様々な体験的な

活動を通して学ぶ機会を持つことができ

ました。 

1 木 Ｂ６日課 

2 金 

通知表回収日 

３年生給食試食会 

定時退勤日 

フッ化物洗口実施日 

スクールカウンセラー在校日 

3 土 週休日 

4 日 週休日 

5 月 学習発表会特別時間割開始 

6 火 すくすく文庫 

7 水  

8 木 Ｂ５日課 職員会議 

9 金 
定時退勤日 

フッ化物洗口実施日 

10 土 週休日 

11 日 週休日 

12 月 スポーツの日 

13 火  

14 水  

15 木 
Ｂ５日課 

学習発表会児童公開日 

16 金 

定時退勤日 

学習発表会前日準備 

スクールカウンセラー在校日 

17 土 学習発表会 

18 日 週休日 

19 月 振替休業日 

20 火 
合同避難訓練 

３，５年生ニコニコ教室 

21 水 １，６年生ニコニコ教室 

22 木 

Ｂ６日課 

２年生図書館オリエンテーション 

市Ｐ連全市研究大会 

23 金 

定時退勤日 

赤岩保育所園児訪問 

２，４年生ニコニコ教室 

フッ化物洗口実施日 

スクールカウンセラー在校日 

24 土 週休日 

25 日 週休日 

26 月 児童会委員会活動 

27 火 

全校朝会 

５,６年生ヤングケアラー講習会 

特別支援学級交流学習 

28 水 Ｂ５日課 

29 木 

１～３年Ｂ４日課 

４～６年Ｂ６日課 

就学時検診 

30 金 

定時退勤日 

６年生体験入学（合同学習） 

フッ化物洗口実施日 

31 土 週休日 

 

 高島小学校では、ＰＴＡ活動で「ベルマーク集め」を、児童会活動で「リングプル回

収」を行って参りました。皆様のご協力もあり、ベルマークは約１０００００ポイント

が集まりました。残念ながら目標の「車椅子との交換」は果たせていませんが、リング

プルも約９０ｋｇ集めることができました。本当にありがとうございました。 

 しかしながら、児童数、家庭数の減少により、これまでの活動を維持していくことが

極めて難しくなってきました。そのため、「ベルマークについては今年の１２月まで回

収し、そこで取組を終了」させていただくことにいたしました。また、リングプルにつ

いては児童会で取組について検討していきます。これまでご協力いただいた皆様にあら

ためて感謝いたします。 

なお、ベルマークについては集まったポイント分で、校内やＰＴＡ活動で活用できる

ものと交換させていただきます。 

「手話の体験」「車椅子の体験」「高齢者

の体験」と三つの体験を通して、誰にでも

優しい社会について子どもたち一人一人

が考えながら学んでいます。 

高島小では、このような社会とつながり

ながら体験的に学ぶ機会を大切に今後も

取り組んでいきます。 


